2025年12月
2025年12月7日　待降節第２主日　（青／紫）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 天の国、救い主の到来
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 11: 1～10(旧1078)
第2朗読　ローマ 15: 4～13(新295)
福 音 書　マタイ 3: 1～12(新3)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌

17 ばら咲きいでぬ
13 ヨルダンの岸辺にて
6 安かれわが民
《参考》
21-237 聞け、荒れ野から
21-182 ほめうた歌え
21-476 あめなるよろこび
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 72（詩篇 72:1-7,18-19）

神よ、あなたによる裁きを、王に、
　　あなたによる恵みのみ業を、王の子にお授けください。

王が正しくあなたの民の訴えを取り上げ、

　　あなたの貧しい人々を裁きますように。

山々が民に平和をもたらし、

　　丘が恵みをもたらしますように。

王が民を、この貧しい人々を治め、

　　乏しい人々の子らを救い、虐げる者を打ち砕きますように。

王が太陽と共に永らえ、

　　月のある限り、代々に永らえますように。

王が牧場に降る雨となり、

　　地を潤す豊かな雨となりますように。

生涯、神に従う者として栄え、

　　月の失われるときまで、豊かな平和に恵まれますように。

主なる神をたたえよ

　　イスラエルの神 ただひとり驚くべき御業を行う方を。
栄光に輝く御名をとこしえにたたえよ

　　栄光は全地を満たす。アーメン、アーメン。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

主なる（/である）神様。私たちの心を奮い立たせて、御独り子の道を備えさせてください。御子の来臨によって、世界のすべての人々にあなたの救いを知る知識を与えてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。御子の到来の知らせ、救いの知らせが、荒れ野に響きます。私たちの心の耳を、心の目を開き、みことばに聴き従う私たちにしてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 11: 1～10(旧1078)
11：1エッサイの株からひとつの芽が萌えいで

その根からひとつの若枝が育ち

2その上に主の霊がとどまる。

知恵と識別の霊

思慮と勇気の霊

主を知り、畏れ敬う霊。

3彼は主を畏れ敬う霊に満たされる。

目に見えるところによって裁きを行わず

耳にするところによって弁護することはない。

4弱い人のために正当な裁きを行い

この地の貧しい人を公平に弁護する。

その口の鞭をもって地を打ち

唇の勢いをもって逆らう者を死に至らせる。

5正義をその腰の帯とし

真実をその身に帯びる。

6狼は小羊と共に宿り

豹は子山羊と共に伏す。

子牛は若獅子と共に育ち

小さい子供がそれらを導く。

7牛も熊も共に草をはみ

その子らは共に伏し

獅子も牛もひとしく干し草を食らう。

8乳飲み子は毒蛇の穴に戯れ

幼子は蝮の巣に手を入れる。

9わたしの聖なる山においては

何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。

水が海を覆っているように

大地は主を知る知識で満たされる。

10その日が来れば

エッサイの根は

すべての民の旗印として立てられ

国々はそれを求めて集う。

そのとどまるところは栄光に輝く。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　ローマ 15: 4～13(新295)
15：4かつて書かれた事柄は、すべてわたしたちを教え導くためのものです。それでわたしたちは、聖書から忍耐と慰めを学んで希望を持ち続けることができるのです。 5忍耐と慰めの源である神が、あなたがたに、キリスト・イエスに倣って互いに同じ思いを抱かせ、 6心を合わせ声をそろえて、わたしたちの主イエス・キリストの神であり、父である方をたたえさせてくださいますように。

7だから、神の栄光のためにキリストがあなたがたを受け入れてくださったように、あなたがたも互いに相手を受け入れなさい。 8わたしは言う。キリストは神の真実を現すために、割礼ある者たちに仕える者となられたのです。それは、先祖たちに対する約束を確証されるためであり、 9異邦人が神をその憐れみのゆえにたたえるようになるためです。

「そのため、わたしは異邦人の中であなたをたたえ、

あなたの名をほめ歌おう」

と書いてあるとおりです。 10また、

「異邦人よ、主の民と共に喜べ」

と言われ、 11更に、

「すべての異邦人よ、主をたたえよ。

すべての民は主を賛美せよ」

と言われています。 12また、イザヤはこう言っています。

「エッサイの根から芽が現れ、

異邦人を治めるために立ち上がる。

異邦人は彼に望みをかける。」

13希望の源である神が、信仰によって得られるあらゆる喜びと平和とであなたがたを満たし、聖霊の力によって希望に満ちあふれさせてくださるように。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　マタイ 3: 1～12(新3)
3：1そのころ、洗礼者ヨハネが現れて、ユダヤの荒れ野で宣べ伝え、 2「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言った。 3これは預言者イザヤによってこう言われている人である。

「荒れ野で叫ぶ者の声がする。

『主の道を整え、

その道筋をまっすぐにせよ。』」

4ヨハネは、らくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べ物としていた。 5そこで、エルサレムとユダヤ全土から、また、ヨルダン川沿いの地方一帯から、人々がヨハネのもとに来て、 6罪を告白し、ヨルダン川で彼から洗礼を受けた。

7ヨハネは、ファリサイ派やサドカイ派の人々が大勢、洗礼を受けに来たのを見て、こう言った。「蝮の子らよ、差し迫った神の怒りを免れると、だれが教えたのか。 8悔い改めにふさわしい実を結べ。 9『我々の父はアブラハムだ』などと思ってもみるな。言っておくが、神はこんな石からでも、アブラハムの子たちを造り出すことがおできになる。 10斧は既に木の根元に置かれている。良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。 11わたしは、悔い改めに導くために、あなたたちに水で洗礼を授けているが、わたしの後から来る方は、わたしよりも優れておられる。わたしは、その履物をお脱がせする値打ちもない。その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお授けになる。 12そして、手に箕を持って、脱穀場を隅々まできれいにし、麦を集めて倉に入れ、殻を消えることのない火で焼き払われる。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. マタイ3:1-2
そのころ、洗礼者ヨハネが現れて、ユダヤの荒れ野で宣べ伝え、「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言った。
2025年12月14日　待降節第３主日　（青／紫／薔薇色）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 救い主を待ち望む
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 35: 1～10(旧1116)
第2朗読　ヤコブ 5: 7～10(新426)
福 音 書　マタイ 11: 2～11(新19)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌

7 道をそなえよ
14 わが心は
330 聖なる神よ
《参考》
21-169 ハレルヤ。主をほめたたえ
21-173 荒れ地よ、喜べ
21-238 さばきを伝えよ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 146（詩篇146:5-10）又はルカ 1:47-55（1:46b-55）
詩編146：5-10
いかに幸いなことか、ヤコブの神を助けと頼み、主なる神を待ち望む人。

　　天地を造り、海とその中にあるすべてのものを造られた神を待ち望む人。

とこしえにまことを守られる主は、虐げられている人のために裁きをし、

　　主は飢えている人にパンをお与えになり、捕われ人を解き放(ﾊﾅ)つ。

主は見えない人の目を開き、

　　主はうずくまっている人を起こし、従う人を愛される。

主は寄留(ｷﾘｭｳ)の民を守り、みなし子とやもめを励(ﾊｹﾞ)まされる。

　　しかし主は、逆らう者の道をくつがえされる。

主はとこしえに王。ハレルヤ。

　　シオンよ、あなたの神は代々に王。ハレルヤ。

ルカ 1:47-55（マリアの賛歌）
わたしの魂は主をあがめ、
　　わたしの霊は救い主である神を喜びたたえます。

主は身分の低い、この主の仕え女にも、

　　目を留めてくださったからです。

今から後、いつの世の人も、わたしを幸いな者と言うでしょう。

　　力ある方が、わたしに偉大なことをなさいましたから。

そのみ名は尊く、その憐れみは代々に限りなく、

　　主を畏れる者に及びます。

主はそのみ腕で力を振い、

　　思い上がる者を打ち散らし、

権力ある者をその座から引き降ろし、

　　身分の低い者を高く上げ、

飢えた人を良い物で満たし、

　　富める者を空腹のまま追い返されます。

そのしもべイスラエルを受け入れて、

　　憐れみをお忘れになりません。

わたしたちの先祖に語られたとおり、

　　アブラハ厶とその子孫に対しとこしえに。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

主なる（/である）神様。あなたを信頼する民の心を奮い立たせてください。洗礼者ヨハネの宣教に耳を開き、あなたの救いを喜び、悔い改めの実を結ぶことができますように。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。あなたのなさることは、すべて正しく、時にかなっています。私たちの信仰が弱くなる時、憐れみの御手（みて）をもって支え、聖霊によって私たちを導いてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 35: 1～10(旧1116)
35：1荒れ野よ、荒れ地よ、喜び躍れ

砂漠よ、喜び、花を咲かせよ

野ばらの花を一面に咲かせよ。

2花を咲かせ

大いに喜んで、声をあげよ。

砂漠はレバノンの栄光を与えられ

カルメルとシャロンの輝きに飾られる。

人々は主の栄光と我らの神の輝きを見る。

3弱った手に力を込め

よろめく膝を強くせよ。

4心おののく人々に言え。

「雄々しくあれ、恐れるな。

見よ、あなたたちの神を。

敵を打ち、悪に報いる神が来られる。

神は来て、あなたたちを救われる。」

5そのとき、見えない人の目が開き

聞こえない人の耳が開く。

6そのとき

歩けなかった人が鹿のように躍り上がる。

口の利けなかった人が喜び歌う。

荒れ野に水が湧きいで

荒れ地に川が流れる。

7熱した砂地は湖となり

乾いた地は水の湧くところとなる。

山犬がうずくまるところは

葦やパピルスの茂るところとなる。

8そこに大路が敷かれる。

その道は聖なる道と呼ばれ

汚れた者がその道を通ることはない。

主御自身がその民に先立って歩まれ

愚か者がそこに迷い入ることはない。

9そこに、獅子はおらず

獣が上って来て襲いかかることもない。

解き放たれた人々がそこを進み

10主に贖われた人々は帰って来る。

とこしえの喜びを先頭に立てて

喜び歌いつつシオンに帰り着く。

喜びと楽しみが彼らを迎え

嘆きと悲しみは逃げ去る。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　ヤコブ 5: 7～10(新426)
5：7兄弟たち、主が来られるときまで忍耐しなさい。農夫は、秋の雨と春の雨が降るまで忍耐しながら、大地の尊い実りを待つのです。 8あなたがたも忍耐しなさい。心を固く保ちなさい。主が来られる時が迫っているからです。 9兄弟たち、裁きを受けないようにするためには、互いに不平を言わぬことです。裁く方が戸口に立っておられます。 10兄弟たち、主の名によって語った預言者たちを、辛抱と忍耐の模範としなさい。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　マタイ 11: 2～11(新19)
11：2ヨハネは牢の中で、キリストのなさったことを聞いた。そこで、自分の弟子たちを送って、 3尋ねさせた。「来るべき方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たなければなりませんか。」 4イエスはお答えになった。「行って、見聞きしていることをヨハネに伝えなさい。 5目の見えない人は見え、足の不自由な人は歩き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。 6わたしにつまずかない人は幸いである。」 7ヨハネの弟子たちが帰ると、イエスは群衆にヨハネについて話し始められた。「あなたがたは、何を見に荒れ野へ行ったのか。風にそよぐ葦か。 8では、何を見に行ったのか。しなやかな服を着た人か。しなやかな服を着た人なら王宮にいる。 9では、何を見に行ったのか。預言者か。そうだ。言っておく。預言者以上の者である。

10『見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、

あなたの前に道を準備させよう』

と書いてあるのは、この人のことだ。 11はっきり言っておく。およそ女から生まれた者のうち、洗礼者ヨハネより偉大な者は現れなかった。しかし、天の国で最も小さな者でも、彼よりは偉大である。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. マタイ11:5
目の見えない人は見え、足の不自由な人は歩き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。
2025年12月21日　待降節第４主日　（青／紫）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : インマヌエル　神が共におられる
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 7:10～16(旧1071)
第2朗読　ローマ 1: 1～ 7(新273)
福 音 書　マタイ 1:18～25(新1)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌

9 きたりませみ子よ
41 うたえよインマヌエル
4 主はわがのぞみ
《参考》
21-262 聞け、天使の歌
増24 救いの主イエスよ
21-240 「主イェスは近い」と
増33 インマヌエル
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 80（詩篇80:2-8,18-20）

イスラエルを養う方 ヨセフを羊の群れのように導かれる方よ
　　御耳を傾けてください。
ケルビムの上に座し 顕現してください
　　エフライム、ベニヤミン、マナセの前に。

目覚めて御力を振るい
　　わたしたちを救うために来てください。
神よ、わたしたちを連れ帰り

　　御顔の光を輝かせ わたしたちをお救いください。
万軍の神、主よ、あなたの民は祈っています。

　　いつまで怒りの煙をはき続けられるのですか。
あなたは涙のパンをわたしたちに食べさせ なお、三倍の涙を飲ませられます。
　　わたしたちは近隣の民のいさかいの的とされ 敵はそれを嘲笑います。
万軍の神よ、わたしたちを連れ帰り

　　御顔の光を輝かせ わたしたちをお救いください。
御手があなたの右に立つ人の上にあり
　　御自分のために強められた人の子の上にありますように。
わたしたちはあなたを離れません。

　　命を得させ、御名を呼ばせてください。
万軍の神、主よ、わたしたちを連れ帰り

　　御顔の光を輝かせ わたしたちをお救いください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

主イエス・キリスト。御力を奮って来てください。溢れる恵みの力によって信じることを妨げる罪から解き放ち、いつもあなたの約束を受け入れることができるようにしてください。父と聖霊とともに、あなたは永遠に唯一の主です。アーメン
神様。御子、イエス・キリストはインマヌエル、私たちの救い主です。かつて、ヨセフに示されたように、今、私たちにも救いの知らせを信じる信仰をお与えください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 7:10～16(旧1071)
7：10主は更にアハズに向かって言われた。 11「主なるあなたの神に、しるしを求めよ。深く陰府の方に、あるいは高く天の方に。」

12しかし、アハズは言った。

「わたしは求めない。

主を試すようなことはしない。」

13イザヤは言った。

「ダビデの家よ聞け。

あなたたちは人間に

もどかしい思いをさせるだけでは足りず

わたしの神にも、もどかしい思いをさせるのか。

14それゆえ、わたしの主が御自ら

あなたたちにしるしを与えられる。

見よ、おとめが身ごもって、男の子を産み

その名をインマヌエルと呼ぶ。

15災いを退け、幸いを選ぶことを知るようになるまで

彼は凝乳と蜂蜜を食べ物とする。

16その子が災いを退け、幸いを選ぶことを知る前に、あなたの恐れる二人の王の領土は必ず捨てられる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　ローマ 1: 1～ 7(新273)
1：1キリスト・イエスの僕、神の福音のために選び出され、召されて使徒となったパウロから、―― 2この福音は、神が既に聖書の中で預言者を通して約束されたもので、 3御子に関するものです。御子は、肉によればダビデの子孫から生まれ、 4聖なる霊によれば、死者の中からの復活によって力ある神の子と定められたのです。この方が、わたしたちの主イエス・キリストです。 5わたしたちはこの方により、その御名を広めてすべての異邦人を信仰による従順へと導くために、恵みを受けて使徒とされました。 6この異邦人の中に、イエス・キリストのものとなるように召されたあなたがたもいるのです。―― 7神に愛され、召されて聖なる者となったローマの人たち一同へ。わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　マタイ 1:18～25(新1)
1：18イエス・キリストの誕生の次第は次のようであった。母マリアはヨセフと婚約していたが、二人が一緒になる前に、聖霊によって身ごもっていることが明らかになった。 19夫ヨセフは正しい人であったので、マリアのことを表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心した。 20このように考えていると、主の天使が夢に現れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって宿ったのである。 21マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救うからである。」 22このすべてのことが起こったのは、主が預言者を通して言われていたことが実現するためであった。

23「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。

その名はインマヌエルと呼ばれる。」

この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。 24ヨセフは眠りから覚めると、主の天使が命じたとおり、妻を迎え入れ、 25男の子が生まれるまでマリアと関係することはなかった。そして、その子をイエスと名付けた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. マタイ1:23
「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。
2025年12月24日　主の降誕Ⅰ（日没以降）　（白／金）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 救い主の誕生
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 9: 1～ 6(旧1073)
第2朗読　テトス 2:11～14(新397)
福 音 書　ルカ 2: 1～14(2: 1～20)(新102)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌

384 み神のみわざは
23 天よりくだりて
38 み子の生まれた
《参考》
21-275 闇を行くものは
21-243 闇は深まり
増1 み使いの群れが
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 96（詩篇96）

新しい歌を主に向かって歌え。
　  全地よ、主に向かって歌え。

主に向かって歌い、御名をたたえよ。
　  日から日へ、御救いの良い知らせを告げよ。

国々に主の栄光を語り伝えよ
　  諸国の民にその驚くべき御業を。

大いなる主、大いに賛美される主、
　  神々を超えて、最も畏るべき方。

諸国の民の神々はすべてむなしい。
　  主は天を造られ、御前には栄光と輝きがあり、聖所には力と輝きがある。

諸国の民よ、こぞって主に帰せよ。栄光と力を主に帰せよ。
　  御名の栄光を主に帰せよ。

供え物を携えて神の庭に入り、聖なる輝きに満ちる主にひれ伏せ。
　　全地よ、御前におののけ。
国々にふれて言え、主こそ王と。世界は固く据えられ、決して揺らぐことがない。
　　主は諸国の民を公平に裁かれる。
天よ、喜び祝え、地よ、喜び躍れ。
　　海とそこに満ちるものよ、とどろけ。
野とそこにあるすべてのものよ、喜び勇め
　　森の木々よ、共に喜び歌え、主を迎えて。
主は来られる、地を裁くために来られる。
　　主は世界を正しく裁き、真実をもって諸国の民を裁かれる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

全能の神様。あなたはこの聖なる夜を真の光で輝かせてくださいました。地の上ではキリストの光の中を歩み、終わりの日には御子の栄光の輝きに目覚めることができますように。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
天の神様。あなたの栄光、あなたの愛、あなたの平和を携えて、御子は私たちのもとにおいでになりました。今、私たちは天使たちと共に、みわざをほめたたえます。御子の光が世を照らしますように。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 9: 1～ 6(旧1073)
9：1闇の中を歩む民は、大いなる光を見

死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。

2あなたは深い喜びと

大きな楽しみをお与えになり

人々は御前に喜び祝った。

刈り入れの時を祝うように

戦利品を分け合って楽しむように。

3彼らの負う軛、肩を打つ杖、虐げる者の鞭を

あなたはミディアンの日のように

折ってくださった。

4地を踏み鳴らした兵士の靴

血にまみれた軍服はことごとく

火に投げ込まれ、焼き尽くされた。

5ひとりのみどりごがわたしたちのために生まれた。

ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。

権威が彼の肩にある。

その名は、「驚くべき指導者、力ある神

永遠の父、平和の君」と唱えられる。

6ダビデの王座とその王国に権威は増し

平和は絶えることがない。

王国は正義と恵みの業によって

今もそしてとこしえに、立てられ支えられる。

万軍の主の熱意がこれを成し遂げる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　テトス 2:11～14(新397)
2：11実に、すべての人々に救いをもたらす神の恵みが現れました。 12その恵みは、わたしたちが不信心と現世的な欲望を捨てて、この世で、思慮深く、正しく、信心深く生活するように教え、 13また、祝福に満ちた希望、すなわち偉大なる神であり、わたしたちの救い主であるイエス・キリストの栄光の現れを待ち望むように教えています。 14キリストがわたしたちのために御自身を献げられたのは、わたしたちをあらゆる不法から贖い出し、良い行いに熱心な民を御自分のものとして清めるためだったのです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ 2: 1～14(2: 1～20)(新102)
2：1そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。 2これは、キリニウスがシリア州の総督であったときに行われた最初の住民登録である。 3人々は皆、登録するためにおのおの自分の町へ旅立った。 4ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。 5身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。 6ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、 7初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。

8その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。 9すると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。 10天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。 11今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。 12あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしである。」 13すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。
14「いと高きところには栄光、神にあれ、

地には平和、御心に適う人にあれ。」
（15天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」と話し合った。 16そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。 17その光景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々に知らせた。 18聞いた者は皆、羊飼いたちの話を不思議に思った。 19しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。 20羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰って行った。）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ルカ2:11
今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。
2025年12月24～25日　主の降誕Ⅱ（日没以降）　（白／金）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 救い主との出逢いの喜び
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 62: 6～12(旧1163)
第2朗読　テトス 3: 4～ 7(新397)
福 音 書　ルカ 2: 8～20(2:1～20)(新103)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌

33 あらののはてに
394 主よ終わりまで
37 きよしこのよる
《参考》
21-244 キリストは明日おいでになる
21-269 飼いばおけにすやすやと
31 羊はねむれり
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 97（詩篇97）

主こそ王。
    全地よ、喜び躍れ。

多くの島々よ、
    喜び祝え。

密雲と濃霧が主の周りに立ちこめ、
    正しい裁きが王座の基をなす。

火はみ前に進み、
    周りの敵を焼き滅ぼす。

稲妻は世界を照らし出し、
    地はそれを見て、身を震わせ、

山々は蝋のように溶ける、
    主のみ前に、全地は主のみ前に溶ける。

天は主の正しさを告げ知らせ、
    すべての民はその栄光を仰ぎ見る。

すべて偶像に仕える者、むなしい神々を誇りとする者は恥を受ける。
    神々はすべて主に向かってひれ伏す。

シオンは聞いて喜び祝い、ユダのおとめらは喜び躍る、
    主よ、あなたの裁きのゆえに。

あなたは主、全地に君臨されるいと高き神。
    神々のすべてを超え、あがめられる神。 主を愛する人は悪を憎む。主の慈しみに生きる人を主は守り、

    神に逆らう者の手から助け出してくださる。

神は従う人のために光を、
    心のまっすぐな人のためには、喜びの種を蒔いてくださる。

神に従う人よ、主にあって喜び祝え。
    聖なるみ名に感謝をささげよ。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

すべての力の源、見えざる神様。あなたの光が世に現われ、疲れた心を平和で輝かせてくださいました。私たちを闇から呼び出し、御子の誕生を宣べ伝える力を与えてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。静かな夜を、祈りの夜を、救いの夜を感謝します。あなたの御子、救い主イエス・キリストは、今宵、私たちのもとにおいでになります。天にあるみこころが、地上でも行われますように。救いの知らせが、世を慰めますように。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、私たちの救いのため、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 62: 6～12(旧1163)
62：6エルサレムよ、あなたの城壁の上に

わたしは見張りを置く。

昼も夜も決して黙してはならない。

主に思い起こしていただく役目の者よ

決して沈黙してはならない。

7また、主の沈黙を招いてはならない。

主が再建に取りかかり

エルサレムを全地の栄誉としてくださるまでは。

8主は、御自分の右の手にかけて

力ある御腕にかけて、誓われた。

わたしは再びあなたの穀物を敵の食物とはさせず

あなたの労苦による新しい酒を

異邦人に飲ませることも決してない。

9穀物を刈り入れた者はそれを食べて、主を賛美し

ぶどうを取り入れた者は

聖所の庭でそれを飲む。

10城門を通れ、通れ、民の道を開け。

盛り上げよ、土を盛り上げて広い道を備え

石を取り除け。

諸国の民に向かって旗を掲げよ。

11見よ、主は地の果てにまで布告される。

娘シオンに言え。

見よ、あなたの救いが進んで来る。

見よ、主のかち得られたものは御もとに従い

主の働きの実りは御前を進む。

12彼らは聖なる民、主に贖われた者、と呼ばれ

あなたは尋ね求められる女

捨てられることのない都と呼ばれる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　テトス 3: 4～ 7(新397)
3：4しかし、わたしたちの救い主である神の慈しみと、人間に対する愛とが現れたときに、 5神は、わたしたちが行った義の業によってではなく、御自分の憐れみによって、わたしたちを救ってくださいました。この救いは、聖霊によって新しく生まれさせ、新たに造りかえる洗いを通して実現したのです。 6神は、わたしたちの救い主イエス・キリストを通して、この聖霊をわたしたちに豊かに注いでくださいました。 7こうしてわたしたちは、キリストの恵みによって義とされ、希望どおり永遠の命を受け継ぐ者とされたのです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ 2: 8～20(2:1～20)(新103)
（2：1そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。 2これは、キリニウスがシリア州の総督であったときに行われた最初の住民登録である。 3人々は皆、登録するためにおのおの自分の町へ旅立った。 4ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。 5身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。 6ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、 7初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。）
2：8その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。 9すると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。 10天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。 11今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。 12あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしである。」 13すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。
14「いと高きところには栄光、神にあれ、

地には平和、御心に適う人にあれ。」

15天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」と話し合った。 16そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。 17その光景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々に知らせた。 18聞いた者は皆、羊飼いたちの話を不思議に思った。 19しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。 20羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰って行った。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ルカ2:15
天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」と話し合った。
2025年12月25日　主の降誕Ⅲ　（白／金）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 神のことばと光であるキリスト
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 52: 7～10(旧1148)
第2朗読　ヘブライ 1: 1～ 4(1: 1～12)(新401)
福 音 書　ヨハネ 1: 1～14(新163)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌

21 あめつちの初め
34 われ今まぶねの
26 神のみ子は/いそぎ来たれ
《参考》
増25 きょうはうれしいクリスマス
増49 わたしたちが暗闇に留まることのないように
21-255 生けるものすべて
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 98（詩篇98）

新しい歌を主に向かって歌え。主は驚くべきみ業を成し遂げられた。
    右のみ手、聖なるみ腕によって、主は救いのみ業を果たされた。

主は救いを示し、
    恵みのみ業を諸国の民の目に示された。

イスラエルの家に対する慈しみとまことをみ心に留められた。
    地の果てまですべての人はわたしたちの神の救いのみ業を見た。

全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。
    歓声をあげ、喜び歌い、ほめ歌え。

琴に合わせてほめ歌え、
    琴に合わせ、楽の音に合わせて歌え。

ラッパを吹き、角笛を響かせ、
    王なる主のみ前に喜びの叫びをあげよ。

とどろけ、海とそこに満ちるもの、
    歌え、世界とそこに住むもの。

潮よ、手を打ち鳴らし、山々よ、共に喜び歌え、主を迎えて。
    主は来られる、地を裁くために。主は世界を正しく裁き、諸国の民を公平に裁かれる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

全能の神様。あなたは御ひとり子を私たち人間の姿で与え、この世をあなたの光で照らしてくださいました。恵みによって私たちをあなたの子どもとし、聖霊の光によって照らしてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。あなたは独り子を、世を照らすまことの光、まことの言（ことば）としてお遣わしになりました。世の闇が迫る時も、私たちのもとに宿られた主を、喜び、たたえる信仰をお与えください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、私たちの救いのため、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ 52: 7～10(旧1148)
52：7いかに美しいことか

山々を行き巡り、良い知らせを伝える者の足は。

彼は平和を告げ、恵みの良い知らせを伝え

救いを告げ

あなたの神は王となられた、と

シオンに向かって呼ばわる。

8その声に、あなたの見張りは声をあげ

皆共に、喜び歌う。

彼らは目の当たりに見る

主がシオンに帰られるのを。

9歓声をあげ、共に喜び歌え、エルサレムの廃虚よ。

主はその民を慰め、エルサレムを贖われた。

10主は聖なる御腕の力を

国々の民の目にあらわにされた。

地の果てまで、すべての人が

わたしたちの神の救いを仰ぐ。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　ヘブライ 1: 1～ 4(1: 1～12)(新401)
1：1神は、かつて預言者たちによって、多くのかたちで、また多くのしかたで先祖に語られたが、 2この終わりの時代には、御子によってわたしたちに語られました。神は、この御子を万物の相続者と定め、また、御子によって世界を創造されました。 3御子は、神の栄光の反映であり、神の本質の完全な現れであって、万物を御自分の力ある言葉によって支えておられますが、人々の罪を清められた後、天の高い所におられる大いなる方の右の座にお着きになりました。 4御子は、天使たちより優れた者となられました。天使たちの名より優れた名を受け継がれたからです。
（5いったい神は、かつて天使のだれに、

「あなたはわたしの子、

わたしは今日、あなたを産んだ」

と言われ、更にまた、

「わたしは彼の父となり、

彼はわたしの子となる」

と言われたでしょうか。 6更にまた、神はその長子をこの世界に送るとき、

「神の天使たちは皆、彼を礼拝せよ」

と言われました。 7また、天使たちに関しては、

「神は、その天使たちを風とし、

御自分に仕える者たちを燃える炎とする」

と言われ、 8一方、御子に向かっては、こう言われました。

「神よ、あなたの玉座は永遠に続き、

また、公正の笏が御国の笏である。

9あなたは義を愛し、不法を憎んだ。

それゆえ、神よ、あなたの神は、喜びの油を、

あなたの仲間に注ぐよりも多く、あなたに注いだ。」

10また、こうも言われています。

「主よ、あなたは初めに大地の基を据えた。

もろもろの天は、あなたの手の業である。

11これらのものは、やがて滅びる。

だが、あなたはいつまでも生きている。

すべてのものは、衣のように古び廃れる。

12あなたが外套のように巻くと、

これらのものは、衣のように変わってしまう。

しかし、あなたは変わることなく、

あなたの年は尽きることがない。」）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ヨハネ 1: 1～14(新163)
1：1初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。 2この言は、初めに神と共にあった。 3万物は言によって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。 4言の内に命があった。命は人間を照らす光であった。 5光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解しなかった。

6神から遣わされた一人の人がいた。その名はヨハネである。 7彼は証しをするために来た。光について証しをするため、また、すべての人が彼によって信じるようになるためである。 8彼は光ではなく、光について証しをするために来た。 9その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。 10言は世にあった。世は言によって成ったが、世は言を認めなかった。 11言は、自分の民のところへ来たが、民は受け入れなかった。 12しかし、言は、自分を受け入れた人、その名を信じる人々には神の子となる資格を与えた。 13この人々は、血によってではなく、肉の欲によってではなく、人の欲によってでもなく、神によって生まれたのである。

14言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わたしたちはその栄光を見た。それは父の独り子としての栄光であって、恵みと真理とに満ちていた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ヨハネ1:14
言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わたしたちはその栄光を見た。それは父の独り子としての栄光であって、恵みと真理とに満ちていた。
2025年12月28日　降誕節第1主日　（白）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
主題 : 世の暴虐な力の中で
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
第1朗読　イザヤ 63: 7～ 9　(旧1164)

第2朗読　ヘブライ　2:10～18　(新402)

福 音 書　マタイ　2:13～23　(新2)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
讃美歌
25 もろびとこぞりて
250 造られしものよ
39 マリヤの腕に
《参考》
147 血しおを流せし
21-528 あなたの道を
21-472 朝ごとに主は
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Of. 148（詩篇１４８編）

ハレルヤ。天において、
    主を讃美せよ。

高い天において、
    主を讃美せよ。

み使いらよ、こぞって、
    主を讃美せよ。

天の万軍よ、こぞって、
    主を讃美せよ。

日よ、月よ、
    主を讃美せよ。

輝く星よ、
    主を讃美せよ。

天の天よ、天の上にある水よ、
    主を讃美せよ。

主のみ名を讃美せよ。主は命じられ、すべてのものは創造された。
    主はそれらを世々限りなく立て、越ええない掟を与えられた。

地において、
    主を讃美せよ。

海に住む竜よ、深淵よ、火よ、雹よ。雪よ、霧よ。み言葉を成し遂げる嵐よ。山々よ、すべての丘よ。実を結ぶ木よ、杉の林よ。野の獣よ、すべての家畜よ。地を這うものよ、翼ある鳥よ。地上の王よ、諸国の民よ。君主よ、地上の支配者よ。若者よ、おとめよ。老人よ、幼子よ。
    主のみ名を讃美せよ。

主のみ名はひとり高く、
    威光は天地に満ちている。

主はご自分の民の角を高く上げてくださる。
    それは主の慈しみに生きるすべての人の栄誉。

近くある民、イスラエルの子らよ。
    ハレルヤ。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Pr.

主なる（/である）神様。私たちが自分の力に信頼できないことを、あなたはご存知です。幼子イエスを守られたように、私たちすべての者を災いと逆境から守ってください。（ここに「命を奪われた幼児の日」の祈りを続けてもよい）あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。痛み、悲しみ、苦しみ、空しさが私たちを襲います。みことばに耳を傾け、私たちのただ中においでになられた主イエスを信じて生きることができるよう、私たちを励ましてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
第1朗読　イザヤ 63:7～9　(旧1164)
63: 7わたしは心に留める、主の慈しみと主の栄誉を

主がわたしたちに賜ったすべてのことを
主がイスラエルの家に賜った多くの恵み
憐れみと豊かな慈しみを。
8主は言われた

彼らはわたしの民、偽りのない子らである、と。
そして主は彼らの救い主となられた。
9彼らの苦難を常に御自分の苦難とし

御前に仕える御使いによって彼らを救い
愛と憐れみをもって彼らを贖い
昔から常に
彼らを負い、彼らを担ってくださった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
第2朗読 　ヘブライ　2:10～18　(新402)
2: 10というのは、多くの子らを栄光へと導くために、彼らの救いの創始者を数々の苦しみを通して完全な者とされたのは、万物の目標であり源である方に、ふさわしいことであったからです。 11事実、人を聖なる者となさる方も、聖なる者とされる人たちも、すべて一つの源から出ているのです。それで、イエスは彼らを兄弟と呼ぶことを恥としないで、

12「わたしは、あなたの名を

わたしの兄弟たちに知らせ、
集会の中であなたを賛美します」
と言い、 13また、

「わたしは神に信頼します」
と言い、更にまた、
「ここに、わたしと、
神がわたしに与えてくださった子らがいます」
と言われます。 14ところで、子らは血と肉を備えているので、イエスもまた同様に、これらのものを備えられました。それは、死をつかさどる者、つまり悪魔を御自分の死によって滅ぼし、 15死の恐怖のために一生涯、奴隷の状態にあった者たちを解放なさるためでした。 16確かに、イエスは天使たちを助けず、アブラハムの子孫を助けられるのです。 17それで、イエスは、神の御前において憐れみ深い、忠実な大祭司となって、民の罪を償うために、すべての点で兄弟たちと同じようにならねばならなかったのです。 18事実、御自身、試練を受けて苦しまれたからこそ、試練を受けている人たちを助けることがおできになるのです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
福音書 　マタイ　2:13～23　(新2)
2: 13占星術の学者たちが帰って行くと、主の天使が夢でヨセフに現れて言った。「起きて、子供とその母親を連れて、エジプトに逃げ、わたしが告げるまで、そこにとどまっていなさい。ヘロデが、この子を探し出して殺そうとしている。」 14ヨセフは起きて、夜のうちに幼子とその母を連れてエジプトへ去り、 15ヘロデが死ぬまでそこにいた。それは、「わたしは、エジプトからわたしの子を呼び出した」と、主が預言者を通して言われていたことが実現するためであった。

16さて、ヘロデは占星術の学者たちにだまされたと知って、大いに怒った。そして、人を送り、学者たちに確かめておいた時期に基づいて、ベツレヘムとその周辺一帯にいた二歳以下の男の子を、一人残らず殺させた。 17こうして、預言者エレミヤを通して言われていたことが実現した。

18「ラマで声が聞こえた。

激しく嘆き悲しむ声だ。
ラケルは子供たちのことで泣き、
慰めてもらおうともしない、
子供たちがもういないから。」
19ヘロデが死ぬと、主の天使がエジプトにいるヨセフに夢で現れて、 20言った。「起きて、子供とその母親を連れ、イスラエルの地に行きなさい。この子の命をねらっていた者どもは、死んでしまった。」 21そこで、ヨセフは起きて、幼子とその母を連れて、イスラエルの地へ帰って来た。 22しかし、アルケラオが父ヘロデの跡を継いでユダヤを支配していると聞き、そこに行くことを恐れた。ところが、夢でお告げがあったので、ガリラヤ地方に引きこもり、 23ナザレという町に行って住んだ。「彼はナザレの人と呼ばれる」と、預言者たちを通して言われていたことが実現するためであった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
K.V. マタイ2:18
「ラマで声が聞こえた。激しく嘆き悲しむ声だ。ラケルは子供たちのことで泣き、慰めてもらおうともしない、子供たちがもういないから。」
１２月２６日　殉教者ステファノ　赤
　歴代誌下24:17-22・詩17:1-9,15・使徒6:8-7:2a,51-60・マタイ23:34-39

賛美唱　詩編17:1～9,15
主よ、正しい訴えを聞き、わたしの叫びに耳を傾け、祈りに耳を向けてください。
　　わたしの唇に欺きはありません。
御前からわたしのために裁きを送り出し、
　　あなた御自身の目をもって公平に御覧ください。
あなたはわたしの心を調べ、夜なお尋ね、火をもってわたしを試されますが
　　汚れた思いは何ひとつ御覧にならないでしょう。
わたしの口は人の習いに従うことなく、
　　あなたの唇の言葉を守ります。暴力の道を避けて。
あなたの道をたどり

　　一歩一歩、揺らぐことなく進みます。
あなたを呼び求めます、神よ、わたしに答えてください。
　　わたしに耳を向け、この訴えを聞いてください。
慈しみの御業を示してください。

　　あなたを避けどころとする人を、立ち向かう者から、右の御手をもって救ってください。
瞳のようにわたしを守り

　　あなたの翼の陰に隠してください。
あなたに逆らう者がわたしを虐げ

　　貪欲な敵がわたしを包囲しています。
わたしは正しさを認められ、御顔を仰ぎ望み
　　目覚めるときには御姿を拝して、満ち足りることができるでしょう。
祈祷
栄光の主。ステファノが天を見上げ、迫害する者たちのために祈りながら最初の殉教を遂げたことを覚えて感謝します。私たちもまた敵のために祈り、苦しめる者のために祈ることができますように。父と聖霊とともに、あなたは永遠に唯一の主です。アーメン
神様。宣教のために使徒ステファノをお選びになり、導かれたことを感謝します。あなたを仰ぎ、御心を信じて歩んだその生涯を、あなたは祝福なさいました。今、教会に召し集められ、神の民として歩む私たちが、信仰と奉仕に生きることができるよう、聖霊によって導いてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、私たちの救いのため、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
12月27日　福音書記者ヨハネ　白
　創世記1:1-5,26-31・一ヨハネ1:1—2:2・ヨハネ21:20-25

賛美唱　詩編116:12-19

主はわたしに報いてくださった。わたしはどのように答えようか。
　　救いの杯を上げて主のみ名を呼び、満願の献げ物を主にささげよう。主の民すべての見守る前で。

主の慈しみに生きる人の死は主の目に価高い。どうか主よ、わたしの縄目を解いてください。

　　わたしはあなたのしもべ。わたしはあなたのしもべ、母もあなたに仕える者。

あなたに感謝のいけにえをささげよう。主のみ名を呼び、主に満願の献げ物をささげよう。

　　主の民すべての見守る前で、主の家の庭で、エレルサレムのただ中で。ハレルヤ。

祈祷
憐れみ深い神様。使徒であり福音書記者であるヨハネによって、あなたは受肉したみことばの神秘を明らかにされました。輝かしい光によってあなたの教会を照らしてください。あなたのすべての民が聖なる福音に導かれ、真理の光の中を歩み、永遠のいのちへと至ることができますように。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。あなたの栄光、あなたの愛を伝えるために、ヨハネが福音書記者として用いられました。福音書を通して、私たちはあなたを知ることができます。どうか、私たちもあなたの栄光、あなたの愛の証人としてお用いください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈りますアーメン

12月28日　命を奪われた幼な子の日　赤
　エレミヤ31:15-17・一ペトロ4:12-19・マタイ2:13-18

賛美唱　詩編詩124

イスラエルよ、言え。「主がわたしたちの味方でなかったなら、主がわたしたちの味方でなかったなら

　　わたしたちに逆らう者が立ったとき、そのとき、わたしたちは生きながら、敵意の炎に呑み込まれていたであろう。
そのとき、大水がわたしたちを押し流し、激流がわたしたちを越えて行ったであろう。 

　　そのとき、わたしたちを越えて行ったであろう、驕り高ぶる大水が。」 

主をたたえよ。主はわたしたちを敵の餌食になさらなかった。 

　　仕掛けられた網から逃れる鳥のように、わたしたちの魂は逃れ出た。
網は破られ、わたしたちは逃れ出た。
　　わたしたちの助けは天地を造られた主の御名にある。
祈祷
神様。きょう私たちはヘロデ王によって命を奪われたベツレヘムの子どもたちを覚えます。犠牲となったすべての幼い命を、あなたの憐れみの御腕で受け止めてください。そしてあなたの偉大な力で、暴君の悪だくみを阻止し、あなたの正義と愛と平和の秩序を築いてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
神様。あなたは独り子を、世のただ中に送られました。世にあって、不条理な悲しみ、痛み、別れが私たちを囲みます。あなたの愛の光、いのちの光で、私たちを照らし、慰めと希望をお与えください。世の終わりまで私たちと共におられる主、イエス・あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン

